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三
回
　
日
本
看
護
歴
史
学
会
大
会
童
…
≡

来
世
紀
を
み
つ
め
て
、
大
阪
に

て
い
る
の
か
。
す
で
に
こ
の
世
紀
末
に

変
化
の
兆
し
は
見
え
て
い
る
。

一
九
世
紀
最
後
の
年
に
大
阪
で
初
め

て
開
催
さ
れ
る
日
本
看
護
歴
史
学
会

二
二
回
大
会
で
は
、
「
世
紀
を
越
え
て
、

看
護
の
未
来
」
　
の
テ
ー
マ
の
下
に
、
看

護
職
の
来
し
方
を
遠
く
は
千
年
を
、
ま

た
近
く
は
百
年
を
ふ
り
か
え
り
、
来
る

べ
き
世
紀
の
看
護
職
の
行
方
を
展
望
す

る
機
会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
会
で
は
、
高
橋
み
や
子
氏
、
遠
藤

恵
美
子
氏
と
中
島
紀
恵
子
氏
の
講
演
を

始
め
、
会
員
に
よ
る
研
究
発
表
、
ま
た

自
由
集
会
形
式
の
分
科
会
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
期
待
下
さ
い
。

微
力
な
が
ら
世
話
人
一
同
心
を
こ
め

て
大
会
の
準
備
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
夏
の
終
わ
り
の
大
坂
に
ぜ
ひ

多
く
の
会
員
の
皆
様
が
お
集
ま
り
く
だ

さ
り
、
活
発
な
論
議
を
展
開
し
て
下
さ

る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

会
場
は
左
の
案
内
図
の
よ
う
に
、
交

通
至
便
な
大
阪
吊
内
の
人
阪
府
立
教
習

会
館
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

で
は
、
八
月
未
に
お
目
に
か
か
れ
る

の
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

一
九
九
九
年
も
一
日
一
目
と
過
ぎ
去
っ

て
行
く
。
時
の
流
れ
は
い
つ
の
日
も
変

わ
り
は
な
い
と
知
り
つ
つ
も
、
何
か
い

つ
も
の
年
よ
り
も
感
慨
が
深
い
の
は
私

だ
け
で
あ
ろ
う
か
。

あ
る
人
は
一
九
世
紀
の
百
年
が
お
わ

る
こ
と
を
意
味
し
て
、
ま
た
あ
る
人
は

大
き
く
千
年
の
ス
パ
ン
で
考
え
、
一
千

年
代
の
終
わ
る
最
後
の
年
と
し
て
「
世

紀
末
」
を
意
識
し
、
立
ち
止
ま
り
、
過

ぎ
去
っ
た
年
月
に
思
い
を
は
せ
る
。

ま
ず
、
遠
く
一
千
年
の
看
護
の
歴
史

を
振
り
返
っ
て
み
る
時
、
中
世
よ
り
キ

リ
ス
ト
教
の
宗
教
活
動
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
全
土
の
「
病
め
る
貧
者
」
の
世
話
を

引
き
受
け
て
き
た
信
者
活
動
と
し
て
の

看
護
が
、
一
五
一
七
年
の
宗
教
改
革
を

依
　
田
　
和
　
美
‥

機
に
衰
退
の
歴
史
を
た
ど
る
こ
と
に
な

る
と
い
う
大
変
換
を
み
る
こ
と
が
で
き

る
。そ

し
て
、
こ
の
一
九
世
紀
の
百
年
は
、

一
八
世
紀
半
ば
に
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル

が
看
護
を
訓
練
の
必
要
な
職
業
と
し
て

近
代
的
教
育
を
開
始
し
衰
退
の
淵
か
ら

引
き
上
げ
、
一
八
世
紀
か
ら
一
九
世
紀

に
か
け
て
の
医
学
の
驚
異
的
な
発
展
と

あ
い
ま
っ
て
、
医
療
の
傘
下
に
位
置
す

る
ひ
と
つ
の
職
種
と
し
て
そ
の
地
位
を

築
い
て
き
た
切
が
一
九
世
紀
の
百
年
で

は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。

二
千
年
を
迎
え
、
看
護
職
は
社
会
の

中
で
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
役
目
を
担

う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
後

人
々
が
看
護
職
に
何
を
求
め
よ
う
と
し
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世
紀
末
を
迎
え
て
、
看
護
界
で
は
、

大
学
教
育
の
進
展
、
福
祉
分
野
で
の
看

護
の
役
割
の
拡
大
、
さ
ら
に
は
新
し
い

看
護
の
動
向
な
ど
、
転
換
期
に
あ
り
ま

す
。
本
大
会
に
集
い
、
お
お
い
に
議
論

し
、
来
る
べ
き
二
一
世
紀
の
看
護
の
方

向
を
見
定
め
る
よ
す
が
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

◆
開
催
期
日

平
成
一
一
年
八
月
三
〇
日
（
月
）
～

八
月
三
一
日
　
（
火
）

◆
会
　
　
場

大
阪
府
教
育
会
館
た
か
つ
ガ
ー
デ
ン

面543－0021

大
阪
市
天
王
寺
区
東
高
津
町
七
I
二

m
〇
六
－
六
七
六
八
－
三
九
二

m
〇
六
－
六
七
六
八
－
三
一
七
〇

◆
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要

回
H
鳳
凰
八
月
三
〇
日
（
月
）

二
二
時
　
　
　
　
受
付
開
始

二
二
時
三
〇
分
　
開
会

一
三
時
四
〇
分
～
一
四
時
一
〇
分

講
演
Ⅰ

講
師
　
高
橋
み
や
子
氏

一
四
時
二
〇
分
～
一
五
時
一
〇
分

講
演
Ⅱ

講
師
　
遠
藤
恵
美
子
氏

一
五
時
山
〇
分
～
一
五
時
五
〇
分

質
疑
応
答

〓
ハ
時
二
〇
分
～
一
七
時

総
会

一
七
時
～
二
一
時

自
由
集
会
（
分
科
会
）

第
二
日
目

九
時

八
月
三
一
日
（
火
）

受
付
開
始

九
時
三
〇
分
卜
二
時
三
〇
分

研
究
発
表

一
一
時
三
〇
分
～
二
二
時
三
〇
分

懇
親
会

二
二
時
三
〇
分
～
一
五
時

講
演
Ⅲ

講
師
　
中
島
紀
恵
子
氏

一
五
時
一
〇
分
～
〓
ハ
時

質
疑
応
答

一
六
時
　
閉
会

◆
大
会
参
加
申
し
込
み
に
つ
い
て

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
氏
名

（
複
数
連
名
可
）
　
を
明
記
の
上
、
所
定

の
参
加
費
等
を
同
封
の
振
込
用
紙
に
て
、

七
月
三
〇
日
（
金
）
ま
で
に
送
金
下
さ

い
。
な
お
、
郵
便
局
備
え
付
け
の
振
込

用
紙
で
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
が
、
そ

の
場
合
に
は
、
通
信
欄
に
氏
名
お
よ
び

参
加
費
の
内
訳
を
必
ず
記
入
し
て
下
さ

ヽ

－

　

0

郵
便
局
振
替
口
座
番
号

〇
〇
九
〇
〇
－
ニ
ー
四
二
九
七
九

日
本
看
護
歴
史
学
会
（
大
会
用
）

大
会
参
加
費

会
員
　
　
　
三
〇
〇
〇
円

非
会
員
　
　
四
〇
〇
〇
円

学
生
（
大
学
院
生
含
む
）

二
〇
〇
〇
円

懇
親
会
費
一
五
〇
〇
円

＊
大
会
参
加
費
と
年
会
費
の
振
替
口
座

番
号
は
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下

さ
い
。

◆
研
究
発
表
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

研
究
発
表
を
希
望
す
る
方
は
、
左
記

の
要
領
で
、
封
書
の
表
に
「
研
究
発

表
希
望
」
と
朱
書
き
の
上
、
お
送
り

ド
さ
い
。

・
演
題
名

・
氏
名
所
属
会
員
番
号

（
共
同
発
表
者
も
含
む
）

・
要
旨
八
〇
〇
字
以
内

・
申
し
込
み
締
め
切
り

七
月
一
五
日
（
木
）
当
日
消
印
有
効

・
送
付
先

面
6

0
2
－
8
5

京
都
市
上
京
区
清
和
院
〓
寺
…
∫

東
入
る
申
御
霊
町
四
一
〇

京
郁
府
立
医
科
大
学

医
療
技
術
短
期
大
学
部

日
本
看
護
歴
史
学
会
車
務
局

岡
山
寧
子
宛

＊
研
究
発
表
で
は
ス
ラ
イ
ド
や
O
H
P

は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
必
要
時
、
各

自
で
当
日
資
料
を
準
備
し
て
下
さ
い
。

そ
の
他
発
表
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、

申
し
込
み
さ
れ
た
方
に
個
別
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

◆
自
由
集
会
（
分
科
会
）
に
つ
い
て

今
回
も
分
科
会
は
自
由
集
会
の
形
式

で
行
い
ま
す
。
大
会
第
一
日
日
の
総
会

終
了
後
、
同
会
場
で
テ
ー
マ
別
に
実
施

し
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
に
は
、
日

頃
研
鎖
さ
れ
て
い
る
関
心
分
野
に
つ
い

て
ふ
る
っ
て
話
題
提
供
し
て
F
さ
い
。

話
題
提
供
を
希
望
さ
れ
る
方
は
左
記

2
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の
要
領
で
申
し
込
み
下
さ
い
。

・
テ
ー
マ

・
氏
名
　
所
属
　
会
員
番
号

・
要
旨
ま
た
は
呼
び
か
け

（
一
〇
〇
字
程
度
）

・
申
し
込
み
締
め
切
り

七
月
一
五
日
（
木
）
当
日
消
印
有
効

・
送
付
先

一
品
1
8
5

京
都
市
上
京
区
清
和
院
口
寺
町

東
入
る
中
御
霊
町
四
一
〇

京
都
府
立
医
科
大
学

医
療
技
術
短
期
大
学
部

日
本
看
護
歴
史
学
会
事
務
局

岡
山
　
寧
子
宛

新
幹
事
の
陣
容
決
ま
る

選
挙
管
理
委
員
会
の
報
告
を
受
け
て
、

幹
事
会
で
は
、
得
票
上
位
の
各
氏
宛
に

委
嘱
状
を
発
送
し
、
幹
事
就
任
依
頼
を

い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
第
五
期

幹
事
は
次
の
方
々
に
決
ま
り
ま
し
た
。

代
表
幹
事

企
　
　
画

広
　
　
報

編
　
　
集

高
橋
み
や
子

藤
村
　
龍
子

山
本
　
捷
子

ラ
イ
ダ
ー
島
崎
玲
子

氏
家
　
幸
子

亀
山
美
知
子

総
　
　
務
（
会
計
）
　
大
平
　
政
子

玄
田

（
事
務
）
　
岡
山

福
本

依
田

公
子

寧
子恵

和
美

日本看護歴史学会1997年度会計報告
収入の郎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）

項　　　 目 予　 算　 額 決　 算　 額 差　 引　 額

前 年 度 繰 越 金 80 1，9 31 8 0 1，9 3 1 0

会　　　　　 費 680，∝氾 　 820，0 00
会 員 188 口
新入会 員 17口

140，00 0

寄 付 金 そ の 他 50．㈱ 　 49，8 16
会誌等売上 （49，140）
利 息 （46 6）
寄 附 金 （210）

▲ 18 4

合　　　 計 1．53 1，9 3 1 1，6 7 1，74 7 13 9，8 16

支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）

項　　　 目 予　 算　 額 決 、算　 領 差　 引　 衰

事務経費 250．000 25 1，19 1 ▲1，19 1
印　 刷　 費 （40，00 0） （20．48 7）
通　 信　 費
文具、 その他

（160．000 ）
（50，00 0）

（130．08 5）
（100，6 19）

幹 事 会 開 催 費 160．00 0 20 2，0 73 ▲4 2，0 73

出 版 費 400 ．∝氾 246．750 15 3，2 50
会 報 発 行 賛

学 会誌発行費

（100 ，000 ）

◆’（300，㈱ ）

会報 （63．000）
会報28号 （31，500）
会報29号 （10．500）
会報30号 （21，000）
学会誌10号 （】83，750）

会 員 名 簿 費 0 0 0

うi 柑　 会　 費 20，0 00 0 20，00 0

守　 備　 費 70 1．9 3 1 0 70 1，93 1

合　　　 計 1，53 1，9 3 1 700，0日 83 1，9 17

次年壕への繰越金収入額】．671．747円－700，0日円ニ97】，733円（会計監轟報告）監査の結果、l二紀報告軒は日本看護歴史学会の1997年度の収支を適正に表示していることを組めます．）平成】0咋8月3日　　会計監査　日　限　ふみ子　　印平成10年7月28日　　会計監査　平　塚　朝　子　　印

第
五
期
幹
事
選
挙
結
果
報
告

平
成
一
〇
年
一
一
月
一
日
付
き
の
会

報
三
二
号
で
公
示
さ
れ
た
日
本
看
護
歴

史
学
会
幹
事
選
挙
に
つ
き
ま
し
て
は
、

公
示
か
ら
三
ケ
月
間
の
投
票
期
間
を
経

て
、
平
成
一
一
年
二
月
六
日
に
開
票
し

ま
し
た
。
有
権
者
総
数
二
二
名
に
対

し
、
投
票
総
数
七
七
票
、
投
票
率

三
六
卜
五
％
で
し
た
。
選
挙
結
果
は
、

二
月
の
幹
事
会
に
て
報
告
し
ま
し
た
。

選
挙
管
理
委
員
会
　
日
限
ふ
み
子

内
藤
　
直
子

狩
谷
　
明
美

会
費
納
入
の
お
願
い

一
九
九
九
年
度
の
会
費
（
四
千
円
）

を
同
封
の
振
込
用
紙
で
納
入
し
て
下
さ

い
。
な
お
、
未
納
額
を
確
認
さ
れ
た
い

方
は
会
計
大
平
政
子
氏
（
一
品
－
8

60
名

古
屋
市
瑞
穂
区
瑞
穂
町
川
澄
一
名
古

屋
市
立
大
学
看
護
学
部
）
へ
ご
照
会
下

さ
い
。

な
お
、
会
則
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
、

年
会
費
を
三
年
以
上
滞
納
し
た
方
は
、

会
員
の
資
格
を
失
う
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
ご
留
意
下
さ
い
。

日本看護歴史学会1998年度予算（案）
収入の部（単位　円）

項　　　 目 予　 算　 額 摘　　　 要 前 年 度 決 算 額

前 年 度 繰 越 金 9 7 1，73 3 8 0 1．93 1

会　　　　　 費 8 00 ．∝氾 2（池亀 ×4 ，㈱ 8 20 ．㈱

寄 付 金 そ の 他 50 ，∝氾 49 ，8 16

合 ＿　　 計 ．、 1 ．8 2 1，73 3 ● 1 ，6 7 1，74 7

（単位　円）支出の部

項 ■■、　 目 、 予　 算　 額 概　　　 要 前年度決算廟

事務経費 ． 3 00．㈱

会　 坪　 3 回

2 5 1．19 1
印　 刷　 費 （40，㈱ ） （20．48 7）

通　 信　 費 （160．㈱ ） （130．08 5）

文具 ・その他 （100，㈱ ） 学 会 誌 1 回 （100．6 19）

幹 事 会 開 催 費 2 00，㈱ 2 02．07 3

出 版 費 4 00．∝氾
年　 3 回

2 46，75 0
章 報 発 行 費 （100，00 0） （63，㈱ ）

学会誌発行費 （3 00，∝氾） 年　 1 回 （】83．75 0）

会 員 名 簿 費 100，00 0 （1 回／ 3 年） 0 ・

分　 料　 会　 費 20．㈱ 0

予　　 備　　 費 8 0 1，73 3 0

合　　　 計 1，8 2 1，73 3 700，0 14
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学
会
誌
第
二
三
号
の
原
稿
募
集
／

学
会
誌
の
充
実
を
は
か
る
た
め
に
、

日
頃
の
研
究
成
果
を
ご
発
表
下
さ
い
。

未
発
表
の
も
の
で
、
原
稿
用
紙
五
十
枚

以
内
に
限
り
ま
す
。
編
集
委
員
会
の
判

断
に
よ
り
、
校
正
を
求
め
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
投
稿
規
定
を
参
照

し
て
下
さ
い
。
投
稿
規
定
は
学
会
誌
に

掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
ご
希
望
の
方
は

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

な
お
、
投
稿
さ
れ
た
原
稿
は
返
却
し

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

・
応
募
締
め
切
り

平
成
一
一
年
二
一
月
二
〇
日
（
月
）

当
日
消
印
有
効

・
送
付
先

番
6
0
2
1
8
5

京
郡
市
上
京
区
清
和
院
口
寺
町

東
入
る
中
御
霊
町
四
一
〇

京
都
府
立
医
科
大

学
医
療
技
術
短
期
大
学
部

日
本
看
護
歴
史
学
会
事
務
局

岡
山
寧
子
宛

日
本
看
護
歴
史
学
会

一
二
回
大
会
の
収
支
決
算
報
告

大
変
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
昨
年
八

月
大
分
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
二
一
回
大

会
の
収
支
決
算
を
下
記
に
報
告
し
ま
す
。

会
計
大
平
政
子

玄
田
公
子

■

●

●

l

●

●

l

●

●

l

●

●

暮

●

●

l

●

●

l

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

■

●

●

l

●

●

l

■

●

■

l

●

■

l

●

●

l

●

●

■

l

◆
本
会
の
出
版
物
を
お
求
め
の
方
は
、

事
務
局
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

・
r
日
本
看
護
歴
史
学
会
会
報
L

創
刊
号
よ
り
第
三
二
号
ま
で
可

頒
価
一
部
　
二
〇
〇
円

送
料
一
部
　
　
八
〇
円

・
r
日
本
看
護
歴
史
学
会
誌
L

頒
価
一
部
　
五
〇
〇
円

送
料
一
部
　
二
四
〇
円

お
求
め
に
な
っ
た
出
版
物
に
振
込

用
紙
を
同
封
し
ま
す
の
で
、
送
金
下

さ
い
。
ま
た
、
直
接
左
記
の
郵
便
振

替
口
座
に
送
料
込
み
の
価
格
（
ご
希

望
の
出
版
物
を
必
ず
明
記
）
を
お
振

り
込
み
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

郵
便
振
替
口
座
番
号

〇
一
〇
l
 
O
I
一
－
五
l
二
八
五

日
本
看
護
歴
史
学
会

◆
住
所
変
更
の
際
は
、

も
結
構
で
す
の
で
、

ご
連
絡
下
さ
い
。

フ
ァ
ッ
ク
ス
で

必
ず
事
務
局
へ

編
集
後
記

会
報
三
二
号
の
発
行
が
お
く
れ
、
大

会
の
案
内
が
大
変
遅
く
な
り
ま
し
た
こ

と
を
深
く
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
　
・

第
五
期
の
新
し
い
幹
事
の
陣
容
が
決

ま
り
、
代
表
幹
事
に
高
橋
み
や
子
幹
事

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

本
会
創
設
以
来
長
年
に
わ
た
っ
て
代

表
幹
事
と
し
て
本
会
の
発
展
の
た
め
に

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
こ
ら
れ

た
亀
山
幹
事
、
本
当
に
ご
苦
労
様
で
し

た
。
（
よ
）

第12回　日本看護歴史学会大会収支決算報告書

（単位　円）
363，000

118，500

260，000

442，628

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

5

1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1

5

6

2

8

6

7

2

1

二
　
二
　
二
　
H
C

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

5

1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
1

3

4

2

1

×

×

×

×

名
名
名
名

5

4

1

9

5

4

1

7

天心堂へつぎ病院等
210，000

50，000

臥

　

金

病
　
氏
越

金
念
　
光
線

費
員
員
生
費
附
記
設
　
の

口
　
会
　
加
寄
村
施
子
で

力

、

一

、

▲

二

一

．

：

．

一

、

．

　

；

，

　

　

ヽ

．

▲

会
非
学
参
、
杉
9
金
ま

会
金
　
　
　
度

親
賛
　
　
　
年

懇
協
　
　
　
前

1，184，128

500，000

65，237

102，490

130，480

73，301

25，200

178，500

（5名分）
（延6名分）・接待費

（付属設備使用料含む）
（印刷費、通信費、人件費等）
幹事昼食代

（100名分）

計
　
　
金
費
費
料
費
ア
費

恩
師
射
臥

ランティ
親　会

合
　
支
講
講
講
会
事
ポ
懇

〈

計合

1，184，128‾1・075，208＝脇2㌢資罪こ禁艶子〕

日
本
看
護
歴
史
学
会
会
報
第
三
三
号

編
集
責
任
者
　
依
日
和
美

大
阪
府
立
看
護
大
学

医
療
技
術
短
期
大
学
部

発
行
責
任
者
　
岡
山
寧
子
・
福
本
　
恵

京
都
肘
立
医
科
大
学

医
療
技
術
短
期
大
学
部

京
都
市
上
京
区

清
和
院
口
寺
町
菓
入

事

中
御
霊
町
四
一
〇

京
都
府
立
医
科
大
学

医
療
技
術
短
期
大
学
部

岡
山
寧
子
・
福
本
　
恵

m
〇
七
五
－
二
一
二
－
五
四
四
二
山

根
〇
七
五
－
二
一
二
－
五
四
四
二
間

E
m
a
i
l
‥
O
k
a
y
a
m
a
y
㊨
c
m
t
．
k
p
u
・
m
．
a
C
．
j
p
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